
和歌山市内道跡発掘調査概報
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和歌山県の県庁所在地である和歌山市は、紀ノ川河口に広がる和歌山平野に立地 して

います。和歌山市内には、旧石器時代から江戸時代に至るおよそ400ケ所にものぼる遺

跡が確認されており、さらにその数は年々増加しつつあります。

一方、市内における開発行為も増加しつつあり、遺跡はさまざまな工事等により消滅の

危機に晒されています。そのため、当市におきましては、平成 7年度より個人による開発

行為に対処するため国庫補助金・県費補助金による市内遺跡の発掘調査事業を実施して

います。本年度には、近世期の和歌山城の三ノ丸に相当する和歌山城跡と県下の代表的

弥生遺跡である太田・黒田遺跡の発掘調査を実施し、貴重な成果を得ることができました。

ここに報告する調査概要が、地域の歴史の解明に活用されれば幸いです。

最後になりましたが、調査にあたり御指導、御協力を頂きました関係者の皆様に深 く

感謝いたします。

平成 9年 3月 31日

和歌山市教育委員会

教育長 坂 口 全 彦
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本書は、和歌山市教育委員会が平成 8年度国庫補助事業として計画 し、財団法人和歌山市文化体育

振興事業団に事業の委託を行った埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

調査対象経費の総額は200万円であり、国 1/2、 県 1/8、 市 3/8の補助率である。

本年度の調査対象は下記のとおりである。

事業名 調査地 調査期間 H「l査面積 担当者

和歌山城跡第 7次調査 和歌山市二番丁 2 平成 8年 11月 29日～平成 9年 3月 31日 81111 木建正宏

太円・黒□退跡第39次調査 和歌山市太田461他 平成9年 2月 14日～平成 9年 3月 31目 6011 木建 i[宏

4 発掘調査及び報告書刊行に係わる事務局は下記のとおりである。
【和歌山市教育委員会】

教育長 坂口 全彦
文化振興課長  志岐 忠一
文化財班長   森田 安信 (～平成8年 7月 31日 )

小松 靖甫伴成8年 8月 1日 ～)
学芸員 前田 敬彦

益田 雅司
5 本書のうち発掘調査の概要部分については木建正宏はじめ財団法人和歌山市文化体育振興事業団学
芸員が担当し、本書の構成については前田敬彦、益円雅司が協議して行った。

口

【財団法人和歌山市文化体育振興事業団】

理事長   木下 正昭
事務局長  竹尻 圭吾
総務課長  別院  稔
事務主任  酒井  岡1(調査庶務担当)
学芸員   木建 正宏(発掘調査担当)
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和歌山城跡第 7次発掘調査



1.調査に至る経緯と経過

ここに報告する和歌山城跡第 7次発掘調査は、和歌山市教育委員会による試掘調査の結果、同教育委

員会が緊急発掘調査事業として国庫補助金を得て実施したものである。

調査原因は、和歌山市二番丁 2番地において医院の建築が行われることとなり、この建築工事現場が

「和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載された和歌山城跡の範囲内であることから、この工事に

先立つ発掘調査が必要となり、同教育委員会が試掘調査を行った後、本調査が必要となって実施 したも

のである.

現地における調査は、利歌山市教育委員会から、財団法人和歌山市文化体育振興事業団が事業を受託

して行った。

調査対象地は、和歌山市三番丁 2番地であり (第 1図 )、 調査面積は東西6m、 南北 135mの 81ぽ であ

る.た だしこのうちの東独1部分 (束 西2.5m、 市北 135mの 34r)に ついては、同教育委員会が事前に

試掘調査を行った部分である.

調査経費に関しては、個人住宅として使用する部分と医院として使用する部分の面積比が 1対 1であ

るため、総事業費の2分の 1を補助金で負担 し、残り2分の 1を原因者が負担した.現地における調査は、

平成8年 12月 4日 から平成 8年 12月 19日 までをあてた。
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第 1図 調査位置図
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2.位置と環境

(1)地理的環境

和歌山市がおもな市域をなす、和歌山平野の地形および地質をみると、まず紀ノ川の北岸には、大阪

府との府県境をなす和泉山脈が東西に連なる。この山脈は、砂岩・礫岩・頁岩の互層からなる白亜系の

利泉層群によって構成されており、その規模は東西約 50k皿、南北約 10 kmを 汲1る。

これに対して紀ノ川南岸には、竜門山地が断続的に連なる.こ の竜門山地は三波川変成帯に属 してお

り、緑色角閃石を主体とする結晶片岩 (緑色片岩)に よって構成されている.

今回の調査対象となった和歌山城跡は、紀 ノ川の流域南部に立地している (第 2図 ).

(2)歴史的環境

旧石器時代  まだ市内での調査例が少なく、全貌を明らかにしえない。しかし紀ノ川北岸には、河口

近くの山麓部に鳴滝遺跡が存在する.ま た、木本地区の西ノ庄地区遺跡からは、ナイフ形石器が出土し

ている。南岸では、総綱谷・頭陀寺遺跡等があり、ナイフ形石器が採集されている.

縄文時代  近畿地方ではじめて発見された貝塚として著名な鳴神貝塚をはじめ、占ネL貝塚・禰宜貝

塚・岡I奇遺跡等がある。鳴神貝塚は中期初頭から晩期にかけての貝塚で、1955年の調査では抜歯を行っ

た女性の頭骨が検出された.こ の頭骨に伴って猿の撓骨でつくられた月1栓も出土している.

弥生時代  弥生時代の著名な遺跡としては、紀ノ川南岸の微高地上に立地する前期から中期にかけて

の大田・黒田遺跡がある.こ の遺跡では船橋式の系譜を引く土器と遠賀川系の上器とが同一上坑内から

^括出土 している。いっぽう紀ノ川北岸では、中期になって宇田森・北田井遺跡等の集落が営まれる。

また 後期には丘陵地に滝ケ峰・橘谷等の遺跡が形成され、さらに後期末から古墳時代前期にかけては、

府中Ⅳ遺跡などが形成される。

古墳時代  和歌山平野周辺部で本格的な古墳の築造がはじまるのは、現在のところ4世紀木から5世

紀初頭にかけてと考えられている。その後 5世紀後半から7世紀前半にかけては、岩橋丘陵一帯に約700

基を数える占墳が連綿と営み続けられる.

歴史時代  この時期の良好な遺構としては、史跡和歌山城と和歌山城跡、および本願寺別院鷺森御坊

跡等がある。和歌山城跡は、史跡和歌山城を中心にその周囲を取り囲む三の丸跡の遺構で、過去6回 の

調査では、石垣、石敷き遺構などが検出されている。

〔参考文献】
『和号t山市史」第1巻「自然 原始 古代・中世J和歌山市史編纂委員会 1991

和尋t山 県教育委員会『和歌山県理蔵文化財包蔵地所在地図』1996

F和ヨt山 Ilj埋蔵文化財発掘調査年報2-平成2(1990)・ 平成3(1991)年 度―』員オ団法人和歌lL市 文化体育振興事業団 1994

和11山 市埋蔵文化財発掘調査年報3-平成4(1992)平成5(1993)年 度―』財団法人和歌山「 文化体育振興事業団 1996

F“ ]t山 市埋甍文化財発掘調査年報4-平成6(1994)年 度―』財団法人和歌山市文化体育振興事業国1 1997
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3.調査内容

(1)調査の方法

調査の方法は、まず重機 (バックホウ)によって現代の盛土を除去し、その後に人力による調査を行った。ま

た実波1・ 遺物の取り Lげとなる地区割については、調査区の北東隅に仮の原点を設け、南側の撹乱部分を除

き4mのメッシュを用いて6区 に区画した(第 3図 ).また、堆積層の色調および上質の観察等に際しては、農林

水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖llこ拠った。

以 Fに報告する遺構等の計波1値は、全て調査時における残存状況を示している。

(2)層 序

今回の調査区においては、調査区東壁面の南北断面に最も良く堆積の状況が現われていた (第 4図
・図

版2).その土色および土質を以下に示す.

ただし、第 3・ 4層は、調査区の一部に堆積している層であり、調査区全面には第 1・ 2・ 5・ 7層が堆積していた。

盛 土

第 1層 2.nマ /6 赤褐 粗砂

(昭和 20年和歌山大空襲時の焼上)

第 2層 N15/0 黒 炭層

(昭和 20年和歌山大空襲時の炭層 )

第3層 10YR5/3 にぶい黄褐

細砂混シルト(近代整地層 )

第4層 10Y3/1 オリーブ黒 細砂

(近代整地層 )

第 5層 25Ⅵ /2 暗灰黄シルト混細砂

(第 1遺構面のベース層 )

第 6層  10Ⅵ3/3 にぶい黄褐

シルト(第 2遺構面のベース層の近世の遺物を若

干包合する)調査区の西側のみに堆積していた。

第 7層 2.5Y4/2 暗灰黄 粗砂

(第 2遺構面のベース層・無遺物層 )

(3)検出遺構

今回の調査では、遺構面を2面確認 した。但 し

第 1遺構面の遺構群のうち、性格不明の集石遺構

(Ⅸ -1～ 4)は、同一面における他の遺構群より

検出レベルが約 2～ 5 cm高 く、石材も熱によって

暗赤褐色に変色しているものが若千存在する。

第 3図 地区割図

調査区
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第 4図 基本層序図



このことから、第 1遺構面においては、遺構群に時期差が存在し、Ⅸ -1～ 4は他の遺構群よりも新

しく、昭和 20年の和歌山大空襲時まで存在 していた何らかの施設に伴うものである●l能性が考えられ

る。以下、各遺構面における主要遺構についての概略を報告する。

第 1遺構面 (第 5図、図版 1)

この遺構面を覆っている堆積層は第 1・ 2層である。ただし3層および第4層は、調査区内の一部に堆

積していた。

この層は整地層と考えられることから、本来全面に堆積していたものなのか、または戦後になって削

平をうけた結果のものなのかは、現時点では

不明であると言わざるをえない。

第 4層からは「明治三 卜七年大阪朝 日新聞

創刊二十五年・lE念造幣局製J銘の銅製メダル

や、幕木の肥前系染付碗の小片等が出土 して

いる。

また、SD-2か ら出土した遺物群の時期は、

18世紀末から19世紀後半代に求めることがで

きる.したがってこの遺構面は、18世紀木から

明治 37年 までの間に形成されたと考えられる。

ただし、既述のごとくSX-1～ 4は 、6層の上

面での検出で、昭和 20年の和歌山大空襲時ま

で存在していた何らかの施設に伴う可能性が

考えられる。以下、各遺構について述べる.

SD-1  東西方向の清である.長 さ2.4m、

幅 20釧、深 さは東端部で 18 cm、 西端部では

20 cmを測る。遺構覆土は、にぶい責褐色を呈

する細砂混シル トである。この溝は非常に
「

寧な作りをしている.溝の構築方法を調査成

果から復元すると、まず砂岩および緑色片岩

の割石を側壁として設置し、その後に建造物

の床に用いられるような土間状のものを敷い

て満底部とする。最後に倶1壁内側に漆喰を塗

布して仕上げの化粧を施す。この満に伴うよ

うな蓋石は全く認められなかったし漆喰で化

粧していることなどと考え今わせて、当初よ

り開渠であったものと考えられる。この清か

らは肥前系染付碗の底部および土師器小片が

十数点出土した。
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SD-2  南北方向の清である。残存長は1.4mで 、幅は30 omを汲1る 。側壁は平瓦を立て並べる。こ
の側壁内側には、東西方向すなわち佃1壁 とは直交方向に平瓦を立て並べ、清の内部を充填する (図版 3)。

清の中からはコンテナ1箱分の九瓦・平瓦のほかに、肥前系染付碗、ホウラク、唐津焼鉢など、18世

紀末から19世紀後半代の遺物が出土 した。この満はその形態から、建物の軒先下にあたる雨落ち満と

考えられる.

SD-3  SD-2の 北側で検出した逆 L字形の石列である.暗渠排水のための満と考えられる。南北
長 1.8m、 東西長20mで 、幅は南北部分が40 cm、 東西部分は約 20 cmを浪1る 。

南北部分は砂岩・緑色片岩を2な いし3列並べている様相を呈するが、東西部分は緑色片岩を1～ 2列

並べている状況で検出した。

この遺構の南端部分は、SD-2の 北端を破壊しており、この遺構の方が新しく設けられたことがわか

る。また、東端部分は若千蛇行しながらも、教育委員会の試掘調査部分西端にまで至っている。この遺

構からの出土遺物はない.

P-1  直径 40 cm、 深さは36 5cmを 波1る ビットである.遺構覆土はオリーブ黒色を呈する細砂である。
この覆土は、基本層序の第4層に類似する。

SK-1  調査区の東端で検出した L坑である.こ の遺構の東部は試掘時に掘削されている。残存部
分の規模は、東西20 cm以上、南北は60 cmを汲|る。深さは最深部で 19mで ある.覆土は焼上で、暗赤褐

色 (nR3/2)の細砂である.出 十遺物はない.

SX-1  南北 1.4m、 東西 40 cmの 範囲にまとまる礫群である。礎石に伴う根固めの施設 (根石)の
可能性が考えられる。多くは一辺 10 cm程度の拳大の緑色片岩で構成されているが、2点のみ一辺が約 40

cmを 減1る規模の砂岩が存在する.こ の砂岩が礎石である可能性も考えられる.出 L遺物はない.

SX-2  南北 80 cm、 東西 80 cmの 範囲内にまとまっている礫群である。この遺構もSX-1と 同様に

根石の可能性がある。出土遺物はない。

SX-3  SX-2の 東供1で検出したものである.Ⅸ -1・ 21司様根石の可能性が考えられる.検出範
囲は南北 40 cm、 東西 50 cmで あるが、その西側部分は調査区外に延びる.礫の大きさは、拳大から人頭

大の規模である。出十遺物はない.

SX-4  緑色片岩の板石を矩形に組み合わせた遺構である。一辺は30 cmを汲1る .ただし、西側の石
材は確認できなかった。出土遺物はない。

SX-6  調査区北端部で東西方向に検出した。規模は東西 3.5m以上、南北 lm以上を波1る 。この遺
構を石lHの ウラゴメと考えると、石垣は東西方向で、その正面は調査区のさらに北側に存在すると推定

できる.そ うすると後述するように、安政 2(1855)年の和歌山城下町図に描かれている屋敷地の境界

に相当する石垣の状況と一致する。
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第 2遺構面 (第 6図、図版 3・ 4)

第 2遺構面に関しては、教育委員会との協議の結果、遺構の残存が良好である調査区の北西部のみの

調査とした。この遺構面では、土坑 1基 (SK-5)、 ピット12基 (P-2～ 13)、 満 1条 (SD-4)、 不明

遺構 1基 (Ⅸ -5)を検出した。

SK-5  東西幅 60 cm、 深さは最深部で 12.5 cmの 上坑である。北半は上記Ⅸ -5と重複しており、こ

の上坑の方が古い。遺構の覆土は、オリーブ黒色 (5Y3/1)を呈する粘土混じりの細砂である。この

土坑内からは、コンテナ約 3分の 1箱程度の

遺物が出土 した。その中には平瓦・丸瓦のほ

かに鉄釉の茶器、近在窯系の小碗、ホウラク、

など18世紀後半代に属する遺物群が出土して

いる。

P-2～ 9  この遺構面で検出できたピッ

ト8基 (P-2～ 9)は、いずれも直径ないし

一辺が 20～ 40 cmを 測 り、深 さは5～ 15 cmを

波1る 。遺構の覆土はほぼ共通し、暗灰黄色を

呈するシル トまたは細砂で、これは基本層序

の第 5層 に類似する。これらピット群からの

出土遺物はない。   ‐

SD-4  南北方向の溝である。幅は残存

の良好な部分で 50 cm、 長 さは2.2mを 測る。

満の両側面には人頭大や、長辺 40 cm、 短辺20

cmを汲1る 規模の長方形の緑色片岩を据える。

清内部には、南北方向に平瓦を2な いし3列

並べ充填する。このことから、この清は暗渠

として機能していたと推定できる。

SX-5  直径 1.2m、 深さlm以上と推定

できる。東半部は現代の撹乱によって破壊さ

れ て い る。 遺 構 覆 土 は灰 オ リー ブ色

(7.5Y6/2)を 呈する細砂混 じりの粘土であ

り、近世の平瓦、肥前系染付の小片が出土 し

ている。この遺構は埋桶が埋置されていた跡

の可能性がある。
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4.出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、大半が近世から近代にかけての平瓦と、日常生活容器の小破片群である

が、そのなかでも特に注目すべきものにSK-5か ら一括出上した遺物がある。以下各遺物について述べる

(第 7図 )。

1は、近在窯系と思われる碗である。口径 8.8 cm、 底径 3.2 cmで器高は5 5cmを浪1る 1焼成は良好で、胎 11

は密である。外面には暗茶褐色を呈する植物の文様が描かれているの高台部分を除く内外面前域に透明

釉が施されているの高台部分は無釉である。色調は、内外面および断面、高台部分ともに明灰白色を呈す

る。SK-5か ら出土した。

2も近在窯系と思われる碗である。回径 8 5cm、 底径 3.6 cmで器高は5.Oo■ を測る。焼成は良好で、胎土は

密である.5と 同じく外面には、暗茶褐色を呈する植物の文様が描かれている。また高台部分を除く内外

面全域には透明釉が施されているc高台部分は無釉である.色調は内外面が淡灰黄色で断面および高台

部分は淡灰白色を呈する.SK-5から出土した。

3も近在窯系と思われる碗である.口径 8 5cm、 底径 3.2 cm、 器高は5.O cmを 減1る。焼成は良好で、胎 11は密で

ある。5・ 6とは異なり、この碗は無文である。釉は、高台部分を除く内外面全域に透明釉が施されている.高台部

分は無釉である。色調は、内外面およびLIh面、高台部分ともに淡灰′1色を呈するc SK-5から出土した。

4は、陶器の碗である。近在窯系と思われる。口径 6 5cm、 底径 2 6cm、 器高は4.O cmを波1る。外而には暗緑色

の笹の葉と思われる文様が描かれている。器壁の内面全域および高台部分を除く外面には透明釉が施されてい

る。高台部分は無釉である。色調は、内外面が淡灰白色で素地は淡灰黄色を呈する。SK-5から出土した。

5も近在窯系と思われる碗である。国径 8 6cm、 底径 3.O cmで器高は5.4 cmを 汲1る。焼成は良好で、胎土は密で

ある。3と同じく無文の碗である。釉は、高台部分を除く内外面全域には透明釉が施されている。高台部分は無釉

である。色調は、内外面が淡灰緑色で、高台部分は淡灰白色を呈する。SK-5から出土した。

6は、近在窯系の筒型碗である。日径 8.3 cmで器高は5.7 cmを 減1る .胎土は密で焼成は良好である.内面に染

付による圏線が1条描かれている。色調は、全体的に緑灰色で、染め付けは晴緑色を呈する。高台部分は素地

のままで、淡灰褐色を呈する。2層から出上した.

0                             10cm
|

第 7図 遺物実測図
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7は瀬戸の沓茶碗である。SK-5か ら出土 した.口径 11.5 cm、 底径 5.l cm、 器高は7.6 cmを波1る .焼成

は良好で、胎土は密である。形態の特徴として、体部外面に7ヶ 所以上の指頭圧痕が不規則に施されて

いる.色調は、高台部分を除く内外面前域に暗茶褐色の釉を施す。ただし、「|1縁部は、やや釉が薄くな

っており、暗茶黄色を呈する。高台部分および断面は、素地のままで、灰自色を呈する。この碗は、そ

の形態から、茶器として用いられたものと推定できる。

8は、瀬戸焼の碗である。いわゆる責瀬戸である。底径 5.3 cmで 残存高は4.6 cmを 汲1る っ胎土は密であ

り、焼成はやや悪い状態である。色調は淡緑灰色を呈するが、高台部分は素地 11の ままで、子L褐色を呈

する.SK-5か ら出土した。

9は、自磁の底部である。SK-5か ら出土した.残存高は5.l cmを 沢1る .色調は、外面が淡乎L白色で、

内面は淡灰白色を呈する。

10は土師器の灯Fll皿であるG口径 1l cmで器高は1.9 cmを減1る .胎土はやや密で焼成は良好である.口

縁端部には煤が付着している。色調は全体的に明赤褐色を呈する.SK-3か ら出上した。

11は 、ホウラクである.残存高は4 4cmを 洪1る 。製作の技法としては、国縁端部において粘土を丸め

こんだ後にナデ調整を施している.全体の調整は、外面にケズリを施した後ナデを施す.内面はナデ調

整を施す.色調は、外面が暗灰黒色を呈する.ま た内面は暗灰褐色を呈する。SK-6か ら出土した。

これら遺物群のうち、SK-5か ら一括出土したものは、1・ 2・ 3・ 4・ 5。 7・ 8で、概ね 18世紀後

半代にその年代を求めることができる。また、この他に第 2層直下からは弥生時代のものと考えられる

石錘も出上している。

5.まとめ

最後に、今回の調査で検出した遺構群の時期について再び簡単にまとめておきたい。

第 1遺構面の場合、この遺構面を覆っている堆積層は主に第 1・ 2層 である。第 3・ 4層は調査区の東

側一部にのみ堆積が残存していたが、この層からは「明治三 |―七年大阪朝日新聞創刊 1二十五年記念造幣

局製J銘の鋼製メダルや幕木の染付碗小片等が出土している。

またSD-2か ら出土した遺物群の時期は 181性紀末から19世紀後半に求めることができる。よってこ

の遺構面は18世紀末から明治 37年までの間に形成されたと考えることができる.

さらに、SK-5か らの出土遺物群の時期は、181世紀後半代に求めることができる。以 Lの ことから

今回の調査で検出した遺構面は全て徳川期以降に形成されたものであるといえる.

さて、調査地の幕末当時の地目は武家屋敷とされており、安政 2(1855)年の利歌山城下町図を参照

すると、今回の調査地は松本幸次郎の屋敷内の一角であったと推定できる (第 8図 ).

さらに詳細に観察すれば、この屋敷は立地や松本幸次郎という文字の方向等から、西佃1が正面であっ

た可能性が高い。

城下町図によると、当時屋敷地の北側には東西方向の道を隔てて堀が存在し、道と堀との間は松並木

が表現されている。屋敷の西正面には南北方向の比較的広い道路が存在する.し たがってこの屋敷の北

西角は交差点である。
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発掘調査の成果では、調

査区の北端部で東西方向の

石垣のウラゴメと考えられ

る礫群を検出した。これが

石lHの ウラゴメであると仮

定するならば、この石垣は

北倶1の道路と屋敷地とを区

画するためのものであった

と考えられる.

そうすると、調査区の北

側には外堀が存在し、その

外堀の南側には松並木があ

り、さらに道路を隔てて石

垣によって境界を1明示 した

松本幸次郎の屋敷が存在していたという

第 8図 和歌山城下町図
(部分複写・上が北 原典は和中光次氏蔵)に加筆して作成

、歴史的景観を復元することができるのである.

【参考文献】

和歌山llt下田「図 紙本着色 野際奏真画 安政2(1855)年  和中光次氏蔵
i尾 功他「和歌山城の復元模型製作についてJ111歌山市立博物館 研究紀要5』 1990
「和歌山市史J第 2巻「近|ltJ和歌山市史編纂委員会 1991
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太田 0黒田遺跡第 39次発掘調査



1.調査に至る経緯と経過

大田・黒田遺跡第 39次発掘調査は、個人住宅の建築に伴って行った調査で、和歌山市教育委員会が

緊急発掘調査事業として国庫補助金を得、現地における調査を同教育委員会から財団法人和歌山市文化

体育振興事業団が受託して実施 したものである。

調査の原因は、和歌山市大田461番地他において個人住宅の建築が行われることとなり、この建築工

事現場が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載された大田・黒田遺跡の範囲内であることから、

工事に先立つ発掘調査が必要となり、これを実施 したものである。

調査対象地は、和歌山市大田461番地他であり (第 1図 )、 調査面積は東西 10m、 南北 6mの 60耐 であ

る。

調査の経費に関しては、その全額が補助金対象であった。また現地における調査は、平成 9年 2月 17

日から同年 3月 11日 までをあてた。

なお、今回の調査地は、1968(昭和43)年 から1971(昭和46)年 に和歌山市教育委員会から委託を

受けた太田黒田遺跡調査団が行った発掘調査地の一角であるcよ って今回の調査の日的は、上記調査時

における未掘部分 (主として当時、堆積層観察の目的で残されたセクションベル ト)の調査である。
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2.位置と環境

地理的環境および和歌山平野全体における主要遺跡の概略は、和歌山城跡第 7次発掘調査で記述 して

いるので (遺跡地図は、和歌山城跡第 7次発掘調査の項参 H煮 )、 ここでは大田
・黒田遺跡の最近の主な

調査成果の概略と、関連遺跡について記述する。

大田・黒田遺跡は、紀ノ川南岸の微高地_Lに立地する、弥生時代前期から中期にかけてを中心
とした

集落遺跡と考えられている。1987年に和歌山市教育委員会によって行われた第 19次発掘調査
では、弥

生および古墳時代のビット、上坑、清など多数の遺構が検出されており、また中世末期の遺構では、東

西方向の大型濠状遺構も検出されている。この濠状遺構はそれまでの調査成果から、東西に
130m以上

の長さをもっていることがわかっている.

その後 1988年に、和歌山市教育委員会によって行われた第 21次発掘調査では、弥生時代の清や土坑

のほかに小型の上器棺や土壇墓も検出されたりまた、奈良時代前期の大型の井戸 1基 も検出され、須恵

器数個体のほかに斎申1点が出tしたc

同年、財団法人和歌山市文化体育振興事業団が行った第 22次発掘調査では、弥生時代中期
の竪穴住

居跡 3棟などが検出されている。この住居跡は、大田・黒旧遺跡の範囲内において、今までに最も西側

で検出された中期の住居跡である.

1994年 に財団法人和歌山市文化体育振興事業団が行った第 24次発掘調査では、特殊な遺構として、

中期の壺棺 1基が検出された。

1995年 に財団法人和歌山市文化体育振興事業卜Jが行った第 26次発掘調査では、弥生時代前期後葉か

ら中期前葉までの水旧跡や土坑、大清、中期中葉の水田跡、中期後葉の溝、古墳時代前期の満
のほかに、

中世末期の大溝も検出されたぃこのうち前期後葉の大満最下層からは、本製の直柄広鍬が1点出上
した.

弥生時代も中期を迎えると、紀ノ川南岸における大田
・黒田遺跡のほか、北岸地域には宇田森・北田

井遺跡等の集落が営まれる。また 後期には丘陵地に滝ケ峰
・橘谷等の遺跡が形成され、さらに後期末

から古墳時代前期にかけては、府中Ⅳ遺跡などが形成される.

この府中Ⅳ遺跡は、平成 6年に新しく発見された集落遺跡で、同年 12月 に第 1次発掘調査が行われ
た

結果、平面が円形の竪穴住居 7棟および平面が方形の竪穴住居9棟の合計16棟の竪穴住居
が確認された.

また平成 8年に行われた第 2次発掘調査では、平面円形の竪穴住居が2棟、方形が5棟の7棟
の竪穴住居

のほかに、4棟の掘立柱建物などが検出された。出土遺物としては、弥生から古墳時代にかけて
の土

器・石器類のほかに奈良時代の碑なども出上しているこ

【参考文献】
『和歌山県史』「考占資料J和歌山県史編纂委員会 1983
『和歌山市史』第1巻「自然 原始・占代・中LI」 和歌山市史編纂委員会 1991
『太田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』 財団法人和歌山市文化体育振興事業団 1995
和歌山県教育委員会『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』1996

『府中Ⅳ遺跡第2次発掘調査概報』財団法人和歌山市文化体育振興事業団 1996
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3.調査内容

(1)調査の方法

調査の方法は、まず重機 (バ ックホウ)によって現代の盛土を除去し、その後に人力による遺物包合

層の掘肖1・ 遺構の掘削・写真撮影・測量作業等の調査を行った。

なお、太田黒田遺跡調査団による調査終了後に埋め戻された土についても、各セクションベル トごと

に区割りし、そこに包含されている遺物を取り上げた (第 2図 。図版 6)。

調査区の地区割り、出土遺物の取り上げ、および遺構の実浪1時における基準には国土座標軸を用いた。

また、堆積層の色調および土質の観察等に際しては、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』にltlっ た。

(2)層  序

今回の調査区においては、北側壁面の東西断面に最も良く堆積の状況が現われていたため、これを基

本層序と定め、調査を進行した (第 4図 )。 その土色および土質を以下に示す。

盛 土

第 1層 5Ⅵ /1 灰 粗砂 (旧耕土)近代から現代の堆積層

第 2層 5Y5/4 オリーブ 細砂 (マ ンガン粒を多く含む)近世の堆積層

第 3層 2.51r6/4 にぶい黄 シル ト混粘土 (ベース土)弥生時代中期以前の堆積層

(3)検出遺構

今回の調査で検出した遺構面は、上記基本層序の第 3層 をベースとしており、太田黒田遺跡調査団調査

時の未掘部分において近世の土坑 2基 (SK-1・ 2)、 弥生時代中期 (畿内第Ⅱ様式)の上坑 1基 (SK-3)の

遺構群を検出した。また太田黒田遺跡調査団の調査時 (以下過去の調査と記述)に検出され、調査後埋め

戻された遺構についても、再度調査を行い確認した (第 3・ 4図、図版 7)。 以下、各遺構について述べる。

「
y‐-73832m

第 2図 埋土処理状況図
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SK-1  東西 45 cm、 南北 70 cm、 深 さは最深部で 1.5mを 汲1る 土坑である。遺構覆土は灰色 (5Y

4/1)を呈する細砂で、炭を多く合んでいる。出土遺物には近世の平瓦、肥前系染付碗などの11点 が

ある。

SK-2  東西 1.5品 、深 さは最深部で 41 cmを 汲1る t坑である (図版 8).近世の堆積層 (第 2層 )の

上面から掘り込まれているのこの土坑の北似1は調査区外に存在し、また南側は過去の調査時に掘削され

ている。遺構覆 Lは 2層に分層できる。上層は、黒褐色 (2.5Y3/1)を呈する細砂で、炭を多く含む。

また F層 は黄褐色 (25Y5/4)を 呈する細砂混じりの粘上で、色調はベース土に類似 している。
・
遺物

は_L層から奈良時代の上師器杯が出上している。

SK-3  東西 1.5m、 南北 1.lm以上を測る土坑である。南側はSK-5と 重複 し、このSK-3の ほう

が占い。その深さは最深部で 50 cmを汲1り 、遺構覆土はオリーブ褐色 (2.5Y4/6)の細砂である.遺物

は全て第 1層からの出上で、弥生時代中期 (第Ⅱ様式期)の壷、甕等がある。

以 上が今回の調査で新たに検出した遺構である。次に過去の調査で検出済みの遺構についても、再確

認する意味で以下に記述する。

なお、遺構番号について、過去の調査時には主要な遺構に遺構番号を付して発表されているが、今回

は新たに検出した全ての遺構について番号を付した。従って遺構番号が今回の調査と過去の調査とで相

違するものは、必ず以下の本文中にその旨を記す。

SK-4  調査区の南西隅で検出したJl坑である。過去の調査においてはSK001の 遺構番号が与えら

れている.その規模は、1辺 2.5mである。過去の調査成果から、方形の土坑と確認されている。この土

坑の北端部はSK-5と 重複 し、このSK-4の ほうが古いのまた、東端部はSD-1と 重複し、SD-1の

ほうが古い。この土坑の深さは、最深部で 1.3mを汲1る .覆上は過去の調査によって完掘 されているた

め、不明である。

SK-5  東西 35m、 南北 2.4mを 汲1る土坑である。やや東西に長い円形の土坑である。深さは最深

部で 1.4mを浪1る 。この土坑の覆土は過去の調査によって完掘されているために不明である。

SK-6  調査区北東隅で検出した土坑である。東西 lmか ら1.5m以 上、南北は1.9m以上を汲1る .

この遺構の北部および東部は調査区外にのびる。また深さはlm以上を波1る 。遺構の覆上は2層に分層

できる。上層はオリーブ黒色 (5Y3/1)を呈する細砂混じりの粘上で、炭を多く含む。下層はオリー

ブ黄色 (5Y6/4)を呈する細砂混じりの粘上である。この遺構からの出土遺物はない。

SK-7  調査区の南東隅で検出した土坑である。東西 1.8m以上、南北3.Om以上を測る、円形の土

坑と考えられる。遺構の東部および南部は、調査区外に存在する。深さは最深部で 1.3mを汲1る 。覆上

は、オリーブ黄色 (5Y6/4)を呈する細砂である。tt t遺物はない。

SD-1  調査区の中央部を北東から南西に向かって横切る清である。規模は、最大幅が32mで長

さは6m以上を波1る 。また深 さは、北東端が最も浅くて22 cmを測 り、最も深い南西端では82 cmを波1る 。

この遺構の南西部は調査区外にのびる。いっぼう北端部は橘鉢状を呈して終わる。

覆土は暗オリーブ色 (7.5Y5/3)を 呈するシル ト混 じりの細砂で、わずかに炭を含む。

P-1  直径 50 cm、 深さ16 cmを 汲1る ピットである。南西部はSD-1と 重複 しており、この遺構のほ

うが新しい。覆上は過去の調査によって完掘されているため、不明であるっ
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y=-173832m

y―r韮32m

第 3図 前調査時遺構平面図

0                     41
1    1   J

♀  1 _4伴

第 4図 遺構平面図および北壁土層断面図
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P-2  東西 40 cm、 南北 60 cmの 南北に長いピットである。深さは 16 cmを 汲1る 。覆土は過去の調査に

よって完掘されているため、不明である。

P-3  直径 30 cmで 深さは27 cmを波1る ピットである。覆土は過去の調査によって完掘されているた

め、不明である。

P-4・ 5・ 6・ 8 いずれも小規模なピットで、直径は約10 cm、 深さは4～ 8 cmを汲1る。杭跡の●T

能性も考えられる。覆土は過去の調査によって完掘されているため、不明であるc

P-7  調査区の北端で検出したピットである。規模は、直径 10 cm、 深さは16釧 を汲1る 。覆土は、

オリーブ黒色 (5Y3/1)を呈する細砂である.出土遺物はない。

4.出土遺物

今回の調査で出上した遺物は、大半が埋戻し土内からの出 11であるが、遺構内出土遺物のうち、特に

注目すべきものにSK-3か ら出土した弥生時代中期 (畿内第Ⅱ様式併行期)に属する土器群がある。以

ド、弥生時代の遺物について先に記述し、その後に古墳時代以降の遺物について述べる。

(1)弥生時代前期から中期の遺物

SK-3出土遺物 (第 5図、1～ 7) 1は 、広口壺の口縁部で復元口径 25.4 cmを 汲1るものである。口縁外端

面には一条のヘラ描き沈線文を施したのち刻み目を入れている。調整は、まず内外面ともハケ調整を行い、

その後ヘラミガキ調整を施し、指ナデによって仕上げている。3・ 4は、壷の肩部である.3は櫛描直線文

と櫛描波状文によりに加飾している.4は櫛描直線文を施したのち櫛描による弧を描き擬似流水文に仕上

げている。2は、いわゆる紀伊型甕である.体部外面はヘラケズリ調整と指頭による強いナデ調整によっ

て明瞭に段をなす。またくびれ部には成形時のタタキ調整がわずかに残る。体部 ド半のヘラケズリ調整は

指ナデによって消されている.底部(5～ 7)では、壼とみられるもの (6)と甕とみられるもの (5・ 7)がある。

6に は外面に丁寧なヘラミガキ調整、内面にハケ調整がそれぞれ施されている。5'7は上げ底状のもので、

外面にハケ調整を施すもの (5)と 紀伊型の特徴であるヘラケズリ調整を施すものがある.

これらの遺物は、胎土中に結晶片岩や石英を含むことから在地系の 11器であることが明らかである.ま た、

なかには混和材と考えられる丸い砂粒を多く合むもの (3・ 4)や角張った砂礫を多く合むもの(5)が ある。

この一括資料から同遺構の時期は畿内第Ⅱ様式の古段階に位置づけられる.

その他の出土遺物 (第 5図、8～ 18) SK-3以 外では江戸時代の堆積層である1・ 2層および前調査の

埋上に含まれていたものである.

8は 、1と 同様日縁外端面に一条のヘラ描沈線文ののち刻み日を施したもので、さらに外面に一条のヘラ

描沈線を施したものである。9は、国縁部が大きく下方に屈曲して肥厚する広口細頸壷である。10は、段状

口縁壼である.同縁部外端部には刻み目施し、幅広の外端面にはヘラ描斜格文を施している.11は、直国

壷の回縁部である。これも回縁端部外面に刻み目を施している。外面の調整は、タテ方向のハケ調整のの

ちに多条の櫛描波状文と櫛描直線文によって加飾している。12は、茶褐色の色調を呈する壺の胴部で肉

厚な器壁をもつ。外面調整はヘラミガキ調整ののちに指ナデによって一部を消している。この上器の胎土
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出土遺物 (1～ 7)

その他の出土遺物 (8～ 18)

L            (1314の み)

第 5図 遺物実測図 1
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には角閃石が多量に含まれており、生駒山西麓産であることがわかる。13・ 14は甕の回縁部である。

13は いわゆる遠賀川系の甕であり、くびれ部の下外面に一本を単位とする二条のヘラ描沈線文が施され

ている。14は復元口径 41 6cmを 浪1る大型のもので頸部下の外面にタテ方向のハケ調整を行ったのち横方

向のヘラケズリ調整を施 している。また頸部内面にはヨコ方向のハケ調整が観察できる特殊なタイプの

ものである。15は、前述の 5と 同じ形態の底部である。16・ 17は、ともに高杯の脚部である。16は、

端部を上下に肥厚させたもので外面に丁寧なヘラミガキ調整を施し、また内面はヘラケズリ調整による。

円形透 しは、2個を単位とし五方に穿たれている。17は 、ほぼ直立する脚中央部であり、外面調整は剥

離によって失われているものの内面にはヘラケズリ調整が顕著に残る。18は 、復元径 4.5 cmを 浪1る ミニ

チュアの蓋である。

これらの遺物では、12を除くすべての胎土中に結晶片岩や

石英が含まれ、在地系の土器とみられる。また赤色軟質粒を

多く含むもの(17・ 18)や混和材と考えられる丸い砂粒を多く /

合むもの (8・ 13)な どがある。色調は、赤褐色を呈するもの

がほどんどをしめる。

石庖丁(第 6図、19。 20) 今回の調査において出土した

石器は、石庖丁2点のみである。これらは、すべて半月形を

した磨製のもので、緑色片岩製である。19は、刃の部分がす

べて欠失しているが、大型石庖丁の破片である。

(2)弥生時代後期の遺物 (第 7図、21)

弥生時代中期以降の遺物について以下時代順に記述する。なお、出上遺構、出土層位の記述がないも

のは全て埋め戻 し土内から出土したことを示す.

21は、高杯の杯部である。口径 15.6 cm、 残存高40 cmを汲1る 。胎上は密で、焼成は良好であるc色調

は、赤褐色を呈する。時期は畿内第V様式期もしくはその直前と考えられる。

(3)古墳時代の遺物 (第 7図、22～ 24)

22は、土師器杯である。回径 14.5 cm、 残存高 3 2cmを 波1る 。磨減が著しいが、一部にハケメ調整痕が

認められる。胎土は密で焼成は良好である。色調は内外面ともに明赤褐色を呈する。

23は土師器高杯の脚部である。底径 112mで残存高は6.7 cmを 波1る 。内外面にハケメ調整痕が残存じ

ている胎土は密で焼成は良好である。色調は全体的に明赤褐色を呈する。

24は、製塩土器である。型式は九底 I式と考えられる。口径 4.3 cmで残存高は5.4 cmを波1る。粘上組の

マキアゲによって成形の後、内面には貝殻条痕文による調整を施す。外面には掌文が顕著に残り、3段

の粘土紐接合痕が認められる。胎土は密で焼成は良好である.色調は、外面が明黄褐色を呈 し内面は明

灰白色を呈する。時期は5世紀末から6世紀中頃と考えられる。

著 ・     ―|:曇誓:[「
、三曇  [壽

ー
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第 6図 遺物実測図 2
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(4)奈良時代の遺物 (第 7図、25)

25は、土師器杯である。SK-2か ら出土 した。口径

17.3 cm、 残存高は5.7 cmを 浪1る 。成形はケズリを施 し、そ

の後にナデおよび ミガキ調整をおこなう。 ミガキは、外

面上半部に横方向のものを施 し、内面は放射状の ミガキ

を施す。内面見込み部には輪花状の ミガキを施す。胎土

は密で、焼成は良好である。色調は、外面が明赤褐色で

内面は明黄褐色を呈する。時期は、7世紀前半のうちでも

後葉 (飛鳥Ⅱ併行期)と 考えられる。

(5)平安時代の遺物 (第 7図、26・ 27)

26は 、黒色土器A類 (内黒)の底部であるり椀の底部

と考えられる。底径 6 9cmで残存高は 1.9 cmを 測る。胎土

は密で、焼成は良好である。調整は、全体的にナデ調整

を施 している。内面は磨滅 しており、 ミガキは認められ

ない。色調は、外面が明赤褐色で内而は暗灰黒色を呈す

る。

27は 、土師器の高台部分である。底径 8 8cm、 残存高は

0.9 cmを 汲1る。調整は底部内而以外にヨヨナデを施す。底部

内面はわずかに残存しているが、それには不定方向のナデを

施す.胎土は密で、焼成は良好である。色調は、内外面とも

に明赤褐色を呈する.

(6)鎌倉時代の遺物 (第 7図、28)

28は 、瓦器椀である。回径 14.2 cm、 残存高は4 4cmを測る。

成形は、外面に殺 のユビオサエ痕がある。調整は、口縁端

部にナデを施九 内面にはわずかにミガキ痕が残存している。

その他の部位にも本来ミガキを施していたと考えられるが、磨

減が著しく不明である。胎土は密で、焼成は良好である。色

調は、外面が暗灰黒色を呈し、内面は明灰黒色を呈する。

(7)室町時代の遺物 (第 7図、29・ 30)

29は 、瓦質土器の鉢である。口径 19.O cm、 最大径 22.8

cmで残存高は8.7 cmを汲1る c外面にはナデ調整の後に横方

向のミガキ調整を施し、内面は縦方向のユビナデによる

調整を施す。最大径部よりやや下方の内面には粘土組の

/
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第 7図 遺物実測図 3
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継ぎ目痕が残っている。胎土は密で焼成は良好である。色調は外面が暗灰黒色を呈 し非常に光沢を持つ。

また内面は暗灰色を呈する。

30は瓦質土器の風炉であるc底径 19.O cmで残存高は 12 4cmを 波1る 。同一個体と考えられる国縁端部片

が出土しており、直接の接合はしなかったが、国径を汲1り 図上で復元した。よって復元口径は、10.2 cmで

あり、復元高は 18.2 cmに なる。外面にはナデ調整の後に横方向のミガキ調整を施す.内面はナデ調整で、

少なくとも5カ所に5条 を1単位とする櫛目文が認められる.口縁端部には強いヨヨナデを施す。胎土は密で、

焼成は良好である。色調は、外面が暗灰黒色を呈 し、内面は火を受けており、明責灰色を呈する。

【参考文献】
寺沢薫 森岡秀人『弥生十器の様式と編年』近畿編I 木耳社 1989
広瀬オΠ雄「近畿地方における十器製塩一大阪湾周辺を中心として一JF考古学ジャーナル』第298号  1988

5.ま とめ

今回の調査では、過去の調査成果を再評価・再確認するとともに、未調査区においては新たなる遺構

を検出することもできた.こ れら検出した遺構群からの出土遺物や、遺構の重複関係から遺構掘削の前

後関係を次のように復元することができる。

SK-5→ SK-4・ SK-3(弥生時代中期)→ SD-1→ P-1お よびSK-2・ SK-1(近世 )

このうちSK-1か らは近世の平瓦類、SK-3から弥生時代中期の遺物群が出 llしている。このSK-3

からの一括出上遺物は、畿内Ⅱ様式の占段階に位置づけられるものであり、太田・黒田遺跡の集落形成時

における土器構成を考えるうえでの新たな資料を提供することができた。

また、その他の出土遺物をみても、古墳時代の土師器高杯や製塩土器、奈良時代の土師器杯、平安時代

の黒色土器、鎌倉時代の瓦器椀、室町時代の瓦質土器など、各時代における良好な資料を得ることができ

た。とくに奈良時代の土師器杯は、近世の遺構内から混入というかたちで出土したものではあるが、当時の

中央地域から出土する同型式の土師器杯と比較しても全く遜色のないものであり、中央からもたらされた器

と考えることもできる。過去には大田・黒田遺跡で白鳳期と考えられる軒丸瓦の出土が知られていることか

ら、この土師器杯も古代寺院に関連した遺物である可能性もある。また、中世の遺物としては瓦質土器の

鉢や風炉が注日に値する。1995年 に行われた太田・黒田遺跡第 26次発掘調査では、中世の大溝内から火

縄銃に用いられたと考えられる鉛製の鉄砲玉などが出土しており、大田城との関連性も考えられているこ

とから、今回出土した瓦質上器の鉢や風炉もこれに関連する遺物である可能性も考えられる.

【参考文献】
森浩一。自石大一郎「南近畿における前・中期弥生式上器の一様相JF考占学ジャーナル』33 1969
『太田 黒卜‖遺跡第26次発掘調査概報』財団法人和歌山市文化体育振興事業団 1995
F太田 黒田追跡第33・ 34次発掘調査概報』財団法人和歌山 ,文化体育振興事業団 1996
『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報4-平成6(1994)年 度―』則団法人和歌山市文化体育振興事業団 1997
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第 1遺構面全景 (北半部 東から)

第 1遺構面全景 (南半部 西から)
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第 2遺構面全景 (北から)

東壁土層堆積状況 (西から)
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SD-2 検出状況 (西から)
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SD-4 検出状況 (西から)

SD-4 完掘状況 (西から)
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埋土処理状況 (東から)

埋土処理状況 (南から)
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]弥 生土器 壷

6 弥生土器 壼

10 弥生土器 壺

2 弥生土器 甕

9 弥生土器 壺

弥生土器 壷

12 弥生土器 壺 13 弥生土器 甕
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16 弥生土器 高杯

19 石庖丁

23 土師器 高杯

18 弥生土器 ミニチュア蓋

20 石庖丁

25 土師器 杯

29 瓦質土器 鉢 30 瓦質土器 風炉
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